
             上映方法（Power Point2007 を使用する場合） 
 

プロジェクターあるいは複数のモニターと接続されている場合の設定です。 

必ず接続をされてから設定をして下さい。 

※ Power Point2003又は2000での確認は取れておりません。 

 

Power Point2007 の設定 

 

①[スライド ショー] タブの  [スライド ショーの設定] をクリックします。  

②[スライド ショーの設定] ダイアログ ボックスで[発表者ツールを表示する]チェックボック  

  スにチェックを入れる。 

③お使いのコンピュータが複数のモニタに表示可能かどうかの確認画面が出るので、 

  チェックをクリックします。  

④画面上に１・２と書かれた四角形があり、２をクリックし、 [デスクトップをこのモニタ上で   

  移動できる ようにする]チェックボックスにチェックを入れます。 

⑤[モニタの識別]をクリックするとパソコン側には１、プロジェクター側に２と表示されれば  

  準備終了です。 

⑥「プレゼンテーションを実行するには、[表示 ] タブの [プレゼンテーションの表示] で [ス  

 ライド ショー] をクリックします。 

 



 

 

 

 

 

くいしんぼうのさる吉くん 
 

① 

○ナ ある森にさる吉くんという  

とてもくいしんぼうなさるがいました。  

②  

○ナ さる吉くんは、おやつが大好きでいつも、チョコレートやあめ、ガムなどをたくさん食べていました。  

さ「モグモグ、ペロ×2、う～ん、おいしい!」  
「ぼくは、甘いものが大好き」「モグ×2、ペロ×2チョコレートはぼくの大好物なんだー」  
③  

○ナ さる吉くんは、おかしを食べたあと、歯を磨かずに、木にのぼり昼寝をしていました。  

そこにさる吉くんのお母さんがやってきてさる吉くんにいいました。  

○さる母「さる吉! おきなさい。さる吉!!」  
○さ「な～にお母さん」  
○さる母「おかし食べたんでしょ!きちんと歯磨きしたの？」  
○さ「うん、歯磨きしたよ。」  
○さる母「本当に歯磨きしたの？」  
○さ「うん」  
○ナ さる吉くんは、お母さんにうそをついてしまいました。 

さる吉くんは、歯磨きが大きらいだったので、その日も歯をみがかずに寝てしまいました。  

④  

○ナ 次の日、さる吉くんは、となりに住む、うさぎのミミちゃんの家にあそびに行きました。  

○さ「こんにちは」  
○ミ「あ!!さる吉くん どーしたの？」  
○さ「ミミちゃん、あーそぼ!」  
○ミ「いいわヨ、うちであそびましょう。」  
○さ「うん」  
○ナ ミミちゃんの家には、おかしがいっぱいありました。  

⑤  

○ミ「さる吉くん、おかし食べる？」  
○さ「うん、食べる」  
○さミ「モグモグ、ペロペロ、おいしい」2人で  

○ナ 食べおわると、ミミちゃんはどこかへ、行ってしまったので、さる吉くんはミミちゃんをさがしました。  

○さ「ミミちゃんどこ行ったのかなぁ」「ミミちゃんみーつけた」  
○ナ ミミちゃんは鏡の前で何かをしています。  



⑥  

○さ「ミミちゃん、何してるの？」  
○ミ「ハミガキしてるんだョ。さる吉くんはハミガキしないの？」  
○さ「うん」  
○ミ「え～どーしてハミガキしないの？」  
○さ「だってめんどくさいもん」  
○ミ「でも食べたあと歯磨きしないと虫歯になるんだョ」  
○さ「え～？そんなのうそだョ」  「ぼくは虫歯になんかならないもん」  
○ナ さる吉くんはおこって家に帰りました。  

○さ「どーしてみんな歯をみがけっていうんだろう」  
⑦ 

○ナ 家に帰ってさる吉くんは、みんなの言ったことが少しきになったけどまた歯磨きをしないで寝てしまいました。その夜、さる吉くんは、とっ  

    てもこわい夢をみました。 

⑧ 

○バ「ウヒッヒッヒッ×2、なんかいいにおいがするぞ!! 何に!ここにすごくおいしそうなものがいっぱいあるぞ!! みんなにも教えなきゃ!  

『オーイ!みんなーいいものがあるぞ』  
○その他バ みんな(5人)「えーほんと～？」  
○ナ バイキンくんたちは、ぞろ×2とやってきました。  

⑨  

○その他バ 5人 ムシャ×2、ガリ×2、ムシャ×2、ガリ×2  

○バ 松 あーすごくおいしい。おなかいっぱいだョ。  

○ここにもあるぞー。 ムシャ×2 ガリ×2  

○ナ バイキンくんはさる吉くんの歯をおいしそうに食べてしまいました。  

⑩  

○さ「いたいョ、いたいョ」 「歯がいたいョ～。なんでだよ～エ～ン×2」  
○ナ さる吉くんは、夢の中で歯がいたくなり、泣いてしましました。  

⑪  

○さ「あー、ビックリした。」  
○ナ さる吉くんは、ビックリして起きました。  

○さ「こわかったョ×2 もう、あんな夢なんか見たくないョ。これからは、きちんと歯を磨こうっと」  
○ナ そう言ってさる吉くんは歯みがきをはじめました。  

⑫  

○さ「シュッシュッ×2、バイキンなんかとんでいけ～。シュッシュッ×2」  
「歯を磨くのってきもちいいなぁ」「これからも、食べたらすぐ歯を磨くぞ～!」  
○ナ さる吉くんの歯はピカピカになりました。  

⑬  

○ナ みんなも、さる吉くんと同じようにきちんと歯をみがいて虫歯のないピカピカな歯にしようネ!!  おしまい。  
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